
支
部
活
動
報
告
】

長
野
支
部

第

３８
期
総
会
報
告

長
野
支
部

　

　

伊

都

政

司

立
善
過
ぎ
と
は

い
え
小
雪
舞
い
寒
風
吹
き
ず
さ
ぶ

中
、

日
正
月
翌
日
に
元
気
印

の
会
員
９
名
が
集

い
》

長
野
事
業
体
幹
部

３
名
を
交
え
て
長
野
支
部
総
会
を

催

し
ま
し
た
。

Ａ
目
時
、
場
所
Ｖ

平
成
錦
年

２
月
９
目
　
食
）
‐７

時

舶
分
～

長
野
駅
一馴
居
酒
屋
　
ハ
風

Ａ
参
麓
者
Ｖ

北
轟
、
丸
曲
、
池

霧
、
北
曲
、

工
藤
、
近
藤
、

小
宮
出
、

小
池
、
デ
部
　
　
敬
称
略
）

茨
本
長
野

工
場
長
、
比

田
丼
長
野
工
場
次
長
、

北
篠

エ
ス

コ
社
長

○
議
　
題

・北
島
支
部
長
よ
り
平
成

解
年
度
本
部
総
会

の
報
告

の
後
、
平
成

２７
年
度
長
野
支
部

の
事
業
、
会
計
報
告

が

あ
り
簡
場

一致

で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

基
奮
員
は
難
首

器

人
で
し
た
が
吉
康
さ
ん
が
茨
城
県

に
転
居
、
大
沢
さ
ん
と
上
原
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
期
末

は

帥

人
で
し
た
。

・平
成

露
年
度

の
新
役
繭興
を
出
席
者

で
協
議
し
次

の

よ
う
に
決
定

し
ま

し
た
。

・支

部

長

　

　

　

　

伊

部

政

司

・副
支
部
長
　
盆
報
担
当
）
小
宮
曲

俊

和

・
平
成

２８
年
度
長
野
支
部
事
業
計
画
と
し
て
８
～

９
月
に
小
旅
行
を
計
画
、
新
規
基
奮
員
の
加

入
促
進
、

遠
隔
地
居
住
《奮
興
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

特
に
長
野
近
在

の
女
性
Ｏ
Ｇ
の
加
入
健
進
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま

し
た
。

○
衰
本

工
場
長
よ
り
会
社
、
長
野
事
業
体

の
近
況
報

告
を
頂
き
ま
し
た
。

長
野
各
所
管
と
も
麒
轟
調
で
あ
り
要
な
る
飛
躍
を
目
指

し
た
い
と
力
強
い
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

○
総
会
終

了
後
、
同
所
で
懇
親
会
に
移
り
、
北
轟
支

部
長

の
発
声

で
乾
杯
じ
久

し
ご
り
に
会
う
人
と
近
況

や
憲
い
出
話
で
蓋
り
上
が

り
、
賑
や
か
な
ひ
と
と

と
な
り
電
し
た
。
次
国
の
再
会要を
楽
し
み
に
し
て

北
由
さ
ん

の
元
気
な
締
め
で
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

以

上

小
池

・北
島

・小
富
曲

・伊
部

・

比
翻
丼

・茨
本

・北
条

丸
山

・池
田

・北
曲

・通
藤

・
工
藤

酸
称
略
）
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翼圏華村像

上圏歌前

導攣爾麟機爾勝

後
列
左
よ
り

前
列
左
よ
り
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